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付
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史
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中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は
、
中
国
大
陸
全
土
の
観
光
魅
力
を
「
癒
や
し
」
「
三
国
志
」
「
古
文
明
」
「
西
遊
記
」
「
大
自
然
」
と
い
う
五
つ

の
テ
ー
マ
で
日
本
の
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
中
国
南
西
部
で
主
に
展
開
す
る
「
三
国
志
」
の
旅
を
中
心
に

紹
介
す
る
。
魏
、
呉
、
蜀
と
い
う
三
つ
の
国
が
覇
権
を
争
っ
た
三
国
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、
諸
葛
亮
ら
名
将
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

赤壁古戦場

　
石
林

張家界国家森林公園

大七孔風景区

三峡クルーズ

漓江

　
雲
南
省
は
中
国
大
陸
南
部

に
位
置
し
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ

オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
と
国
境
を
接
す

る
。
カ
ル
ス
ト
地
形
に
代
表

さ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自

然
や
少
数
民
族
の
多
彩
な
文

化
が
魅
力
だ
。

　
省
都
の
昆
明
か
ら
１
０
０

㌔
に
あ
る
「
石
林
」
は
、
貴

州
省
の
茘
波
（
れ
い
は
）
、

重
慶
市
の
武
隆
と
と
も
に

「
中
国
南
方
カ
ル
ス
ト
」
の

構
成
要
素
と
し
て
２
０
０
７

年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
今
か

ら
お
よ
そ
２
億
年
前
、
地
殻

変
動
で
海
底
が
隆
起
。
地
表

に
現
れ
た
石
灰
岩
が
長
年
の

雨
風
の
浸
食
で
削
ら
れ
、
特

異
な
地
形
が
形
成
さ
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
石
柱
が
林

立
し
、
そ
の
姿
は
「
天
下
一

の
奇
観
」
と
う
た
わ
れ
る
。

　
省
北
西
部
の
シ
ャ
ン
グ
リ

ラ
と
呼
ば
れ
る
一
帯
は
手
付

か
ず
の
自
然
が
残
る
。
金
砂

江
（
長
江
）
、
瀾
滄
江
（
メ

コ
ン
川
）
、
怒
江
（
サ
ル
ウ

ィ
ン
川
）
の
、
青
海
・
チ
ベ

ッ
ト
高
原
を
源
と
す
る
三
つ

の
大
河
が
６
千
㍍
級
の
険
し

い
山
脈
と
並
行
し
て
遠
く
海

へ
と
流
れ
る
。
こ
の
「
三
江

併
流
」
一
帯
は
万
年
氷
河
、

丹
霞
（
た
ん
か
）
な
ど
多
彩

な
地
形
を
併
せ
持
ち
、
２
０

０
３
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。 白帝城

　
武
候
祠

　
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
は

中
国
大
陸
南
部
に
位
置
し
、
西
は
ベ
ト
ナ
ム
と
国
境
を
接

す
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
少

数
民
族
の
チ
ワ
ン
族
が
多
く

暮
ら
し
、
中
国
の
９
割
の
チ

ワ
ン
族
が
同
自
治
区
に
在

住
。
ヤ
オ
族
、
ミ
ャ
オ
族
、

ト
ン
族
な
ど
を
含
め
、
住
民

の
４
割
弱
が
少
数
民
族
と
な

っ
て
い
る
。

　
自
治
区
で
有
名
な
の
は
桂

林
の
「
漓
江
（
り
こ
う
）
下

り
」
だ
。
桂
林
か
ら
陽
朔

（
よ
う
さ
く
）
ま
で
の

㌔

を
４
時
間
半
か
け
て
ゆ
っ
た

り
と
下
る
。
川
の
両
岸
に
カ

ル
ス
ト
地
形
の
山
の
景
色
が

広
が
り
、
そ
の
景
色
は
水
墨

画
の
世
界
と
形
容
さ
れ
る
。

　
漓
江
下
り
終
点
の
陽
朔
は

も
と
も
と
多
く
の
西
洋
人
が

在
住
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
お
し
ゃ
れ
な
街
並
み
を
成

し
て
い
る
。

　
桂
林
郊
外
の
龍
勝
は
棚
田

の
美
し
い
景
色
が
有
名
だ
。

　
重
慶
市
は
北
京
、
上
海
、

天
津
に
続
く
中
国
４
番
目
の

中
央
直
轄
市
。
も
と
は
四
川

省
に
属
し
て
い
た
が
、
１
９

９
７
年
、
内
陸
部
で
初
め
て

直
轄
市
の
指
定
を
受
け
た
。

人
口
は
お
よ
そ
３
千
万
人
。

長
江
上
流
の
経
済
の
中
心

で
、
観
光
面
で
は
「
長
江
三

峡
下
り
」
の
起
点
と
な
る
ほ

か
、
郊
外
に
あ
る
世
界
遺
産

の
「
大
足
石
刻
」
「
中
国
南

方
カ
ル
ス
ト
」が
知
ら
れ
る
。

　
「
長
江
三
峡
」
と
は
、
長

江
中
流
に
あ
る
瞿
塘
峡
（
く

と
う
き
ょ
う
）
、
巫
峡
（
ふ

き
ょ
う
）
、
西
陵
峡
（
せ
い

り
ょ
う
き
ょ
う
）
の
三
つ
の

峡
谷
の
総
称
。
大
き
な
遊
覧

船
で
ゆ
っ
た
り
と
観
賞
す
る

ク
ル
ー
ズ
が
人
気
を
集
め
て

い
る
。

　
標
準
的
な
コ
ー
ス
は
、
重

慶
で
乗
船
、
湖
北
省
の
宜
昌

（
ぎ
し
ょ
う
）
で
下
船
す
る

３
泊
４
日
の
コ
ー
ス
。途
中
、

数
カ
所
の
観
光
地
に
上
陸
し

な
が
ら
の
ん
び
り
と
船
旅
を

楽
し
む
。

　
瞿
塘
峡
に
は
「
白
帝
城
」

と
呼
ば
れ
る
楼
閣
が
あ
る
。

後
漢
時
代
の
群
雄
・
公
孫
述

が
築
い
た
城
で
、
三
国
志
で

は
蜀
の
劉
備
が
呉
と
の
「
夷

陵
の
戦
い
」
に
敗
れ
、
逃
げ

込
ん
だ
場
所
で
知
ら
れ
る
。
劉
備
は
の
ち
に
病
に
倒
れ
、

こ
の
城
で
生
涯
を
終
え
た
。

諸
葛
亮
ら
に
息
子
を
託
す

「
劉
備
託
孤
」
は
三
国
志
の

名
場
面
の
一
つ
だ
。

　
城
は
三
方
が
長
江
に
囲
ま

れ
た
高
台
に
あ
り
、
雄
大
な

川
の
流
れ
と
周
囲
の
自
然
を

一
望
す
る
。

　
湖
南
省
は
中
国
大
陸
南
部

の
内
陸
に
あ
り
、
中
国
で
２
番
目
に
大
き
い
淡
水
湖
の
洞

庭
湖
の
南
に
あ
る
こ
と
か
ら

こ
の
名
が
付
い
た
。
中
国
の

毛
沢
東
・
初
代
国
家
主
席
の

出
身
地
で
知
ら
れ
る
。

　
省
北
西
部
の
「
武
陵
源
」

は
１
９
９
２
年
、
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
壮
大
な

カ
ル
ス
ト
地
形
。
三
つ
の
風

景
区
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
「
張
家
界
国
家
森

林
公
園
」
は
、
地
殻
変
動
と

浸
食
に
よ
り
生
ま
れ
た
高
さ

２
０
０
㍍
級
の
石
柱
３
千
本

以
上
が
林
立
す
る
。ほ
か
に
、

「
索
渓
峪
」
「
天
子
山
」
の

各
自
然
保
護
区
が
あ
る
。

　
省
西
部
の
「
鳳
凰
古
城
」

は
、
明
清
時
代
の
建
物
や
石

畳
の
街
路
が
美
し
い
街
並

み
。
住
居
の
ほ
と
ん
ど
が
吊

脚
楼
と
呼
ば
れ
る
高
床
式
の

家
屋
。
屋
根
の
あ
る
橋
な
ど

独
特
の
建
築
物
が
見
ら
れ

る
。

　
標
高
１
５
１
８
㍍
の
天
門

山
は
、
全
長
７
・
５
㌔
の
ロ

ー
プ
ウ
エ
ー
や
、
足
下
が
ガ

ラ
ス
張
り
の
登
山
道
が
整
備

さ
れ
、
ス
リ
ル
満
点
の
自
然

体
験
が
で
き
る
。

　
中
国
大
陸
南
部
の
内
陸
に

位
置
す
る
貴
州
省
は
、
人
口

４
千
万
人
の
う
ち
３
分
の
１

以
上
が

の
少
数
民
族
で
占

め
る
。
亜
熱
帯
に
属
す
る
が

高
原
地
帯
の
た
め
極
端
な
暑

さ
や
寒
さ
は
な
く
、
夏
は
中

国
で
屈
指
の
避
暑
地
と
な
っ

て
い
る
。

　
同
省
茘
波
県
の
カ
ル
ス
ト

は
、
２
０
０
７
年
に
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
中
国
南
方
カ
ル
ス

ト
」
の
構
成
要
素
。
「
大
七

孔
風
景
区
」
の
天
然
の
ア
ー

チ
橋
「
天
生
橋
」
な
ど
が
見

ど
こ
ろ
。

　
２
０
１
０
年
に
世
界
自
然

遺
産
登
録
さ
れ
た
「
中
国
丹

霞
」
。
そ
の
構
成
要
素
の
一

つ
で
同
省
赤
水
に
あ
る
「
仏

光
岩
」は
、高
さ
３
０
０
㍍
、

幅
１
㌔
と
い
う
巨
大
な
赤
い

壁
だ
。
丹
霞
と
は
風
水
に
よ

る
浸
食
や
土
地
の
隆
起
に
よ

り
長
い
年
月
を
か
け
て
形
成

さ
れ
た
赤
い
砂
岩
の
岩
盤
。

　
中
華
王
朝
が
少
数
民
族
の

リ
ー
ダ
ー
に
与
え
た
官
職

「
土
司
」
関
連
の
遺
跡
群
も

２
０
１
５
年
、
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
中
国
大
陸
内
陸
部
の
四
川

省
は
、
九
寨
溝
（
き
ゅ
う
さ

い
こ
う
）
や
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

パ
ン
ダ
保
護
区
な
ど
、
五
つ

の
世
界
遺
産
を
抱
え
る
。
古

名
を
巴
蜀
（
は
し
ょ
く
＝
巴

は
現
在
の
重
慶
、
蜀
は
現
在

の
成
都
を
中
心
と
し
た
地

域
）
と
い
い
、
蜀
国
ゆ
か
り

の
文
化
が
今
も
息
づ
い
て
い

る
。

　
省
都
の
成
都
は
か
つ
て
の

蜀
の
都
で
、
現
在
は
人
口
１

５
０
０
万
人
を
抱
え
る
中
国

有
数
の
大
都
市
だ
。

　
成
都
に
あ
る
「
武
候
祠
」

は
、蜀
を
建
国
し
た
劉
備
と
、

劉
備
に
仕
え
た
諸
葛
亮
を
併

せ
て
ま
つ
る
祠
。
「
三
国
志

の
聖
地
」
と
し
て
、
フ
ァ
ン

必
見
の
場
所
と
な
っ
て
い

る
。
「
武
候
」
と
は
諸
葛
亮

の
死
後
の
お
く
り
名
で
、
武

候
祠
も
元
は
諸
葛
亮
を
ま
つ

る
祠
だ
っ
た
が
、
明
代
に
劉

備
を
ま
つ
る
祠
と
併
合
さ
れ

た
。

　
武
候
祠
の
「
劉
備
殿
」
に

は
劉
備
、
関
羽
、
張
飛
の
３

人
の
義
兄
弟
、
そ
の
回
廊
に

は
蜀
の
文
官
、
武
官
そ
れ
ぞ

れ

体
の
像
が
並
ぶ
。
そ
の

数
は
ど
の
三
国
遺
跡
よ
り
も

多
く
、
一
つ
一
つ
の
像
が
三

国
志
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　
劉
備
殿
の
奥
に
あ
る
「
諸

葛
亮
殿
」
は
、
諸
葛
亮
と
そ

の
子
孫
の
像
や
、
諸
葛
亮
の

発
明
品
を
展
示
し
て
い
る
。

敷
地
内
に
は
さ
ら
に
、
劉
備

の
墓
「
恵
陵
」
や
、
三
兄
弟

の
像
を
並
べ
た
「
三
義
廟
」

も
建
つ
。

　
湖
北
省
は
中
国
一
の
大
河

・
長
江
の
中
流
、
中
国
第
２

の
淡
水
湖
・
洞
庭
湖
の
北
側

に
位
置
す
る
。

　
省
都
の
武
漢
か
ら
１
０
０

㌔
、
長
江
の
南
岸
に
あ
る

「
赤
壁
古
戦
場
」
は
三
国
志

の
名
場
面
「
赤
壁
の
戦
い
」

の
舞
台
だ
。
乱
世
の
後
漢
末

期
、
華
北
を
統
一
し
た
曹
操

軍
が
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
荊

州（
け
い
し
ゅ
う
）を
治
め
よ

う
と
南
進
を
試
み
、
待
ち
構

え
る
劉
備
と
孫
権
の
連
合
軍

と
交
戦
。
数
十
万
の
兵
力
に

対
し
、
数
万
と
数
で
圧
倒
的

に
不
利
だ
っ
た
連
合
軍
が
軍

師
・
諸
葛
亮
と
周
瑜
の
策
に

よ
り
勝
利
し
た
。
こ
の
戦
い

で
曹
操
軍
は
北
へ
撤
退
。
劉

備
の
蜀
、
孫
権
の
呉
、
曹
操

の
魏
と
い
う
三
国
が
天
下
を

分
け
る
時
代
と
な
っ
た
。

　
古
戦
場
は
川
岸
に「
赤
壁
」

と
赤
い
文
字
で
刻
ま
れ
た

「
赤
壁
摩
崖
石
刻
」が
有
名
。

呉
の
周
瑜
が
刻
ん
だ
と
い
わ

れ
る
。

　
湖
北
省
第
２
の
都
市
・
襄

陽
（
じ
ょ
う
よ
う
）
で
は
、

蜀
の
諸
葛
亮
が
一
時
、
隠
匿

生
活
を
送
っ
た
「
古
隆
中
」

が
知
ら
れ
る
。
頭
脳
明
せ
き

な
若
き
書
生
・
諸
葛
亮
の
評

判
を
聞
い
た
劉
備
が
同
地
に

三
度
出
向
き
、
礼
を
尽
く
し

て
軍
師
に
迎
え
入
れ
た
故
事

は
「
三
顧
の
礼
」
と
し
て
有

名
。
諸
葛
亮
が
住
ん
だ
庵
が

今
も
残
っ
て
い
る
。

　
荊
州
市
の
「
荊
州
古
城
」

は
高
さ
９
㍍
、
幅

㍍
、
全

長

㌔
の
城
壁
を
巡
ら
せ
た

堂
々
た
る
古
城
。
蜀
の
将
軍

・
関
羽
が
築
い
た
も
の
だ
。

　
当
陽
県
の
「
当
陽
長
坂
坡

（
ち
ょ
う
は
ん
は
）
公
園
」

は
赤
壁
の
戦
い
の
前
哨
戦
と

な
っ
た
「
長
坂
坡
の
戦
い
」

の
舞
台
。

　
武
漢
に
あ
る
「
黄
鶴
楼
」

は
呉
の
孫
権
が
築
い
た
楼
閣

で
、
同
地
を
代
表
す
る
名
所

と
な
っ
て
い
る
。




